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２．発表のポイント：  

◆ 従来株に比べ、新型コロナウイルス「デルタ株（注２）」がワクチン接種で獲得した中和抗体に

対して 6-8倍抵抗性を示すことを明らかにした。 

◆ デルタ株は、ヒト気道オルガノイドとヒト気道上皮系の両方で、アルファ株（注３）やカッパー

株（注４）よりも高い複製効率を示した。 

◆ デルタ株は、インドの医療従事者の間で複数回「ブレイクスルー感染（注５）」を引き起こして

いることを明らかにした。 

 

３．発表概要： 

東京大学医科学研究所 附属感染症国際研究センター システムウイルス学分野の佐藤准教授が主

宰する研究コンソーシアム「The Genotype to Phenotype Japan (G2P-Japan)」は、英国やインドの研究

グループとの国際共同研究により、新型コロナウイルスの「懸念すべき変異株」である「デルタ株

（B.1.617.2系統）」のウイルス学的、免疫学的特性を明らかにしました。 

 本研究成果は 2021年 9月 6日、米国科学雑誌「Nature」オンライン版で公開されました。 

 

４．発表内容：  

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）「デルタ株（B.1.617.2 系統）」は、2020 年後半に、インド・

マハラシュトラ州で最初に特定され、インド全土に広がり、またたく間に「カッパー株（B.1.617.1

系統）」やアルファ株（B.1.1.7 系統）などの既存の系統を凌駕しました。 

細胞実験において、デルタ株は、従来株と比較して、ワクチン接種者から回収された血清中の中

和抗体に対する感受性が 6 分の 1から 8分の 1であることを明らかにしました。また、デルタ株は、

アルファ株と比較して、ヒト気道オルガノイドとヒト気道上皮系の両方で、高い複製効率を示しま

した。 



 
 

さらに、複数の系統のウイルスが混合して循環している期間中の、インドの 3つの医療センター

の 130 人以上の SARS-CoV-2感染医療従事者を分析した結果、デルタ株以外の株と比較して、デル

タ株に対する ChAdOx-1 ワクチン（注６）の有効性が低下していることが観察されました。比較的

高い免疫回避能力と高い複製力を有するデルタ株は、ワクチン接種後の時代における、継続的な感

染管理の重要性を示唆するものです。 
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７．用語解説：  

（注 1）研究コンソーシアム「The Genotype to Phenotype Japan (G2P-Japan)」 

東京大学医科学研究所 システムウイルス学分野の佐藤准教授が主宰する研究チーム。日本国内の複

数の若手研究者・研究室が参画し、研究の加速化のために共同で研究を推進している。また、本研究

のように、海外の研究チームとの国際共同研究も推進している。 

 

（注２）デルタ株 

新型コロナウイルスの流行拡大によって出現した、顕著な変異を有する「懸念すべき変異株"Variants of 

concern"」のひとつ。B.1.617.2系統。現在、日本を含めた世界各国で大流行している。 

 

（注３）アルファ株 

新型コロナウイルスの流行拡大によって出現した、顕著な変異を有する「懸念すべき変異株"Variants of 

concern"」のひとつ。B.1.1.7 系統。昨冬、イギリスで出現し、日本を含めた全世界で大流行したが、デル

タ株の出現以降、流行は下火になりつつある。 

 

（注４）カッパー株 

新型コロナウイルスの流行拡大によって出現した、顕著な変異を有する「注目すべき変異株"Variants of 

interest"」のひとつ。B.1.617.1 系統。インドにおいてデルタ株とほぼ同時期に出現した、デルタ株に近縁

な株であるが、デルタ株の流行拡大に押し切られる形で下火になりつつある。 

 

（注５）ブレイクスルー感染 

ワクチン接種者が新型コロナウイルスに感染してしまう現象。 

 

（注６）ChAdOx-1ワクチン 

アストラゼネカ社製の新型コロナウイルスに対するワクチン。 

 


